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 平成16年３月期第３四半期の連結業績概要についてお知らせいたします。なお、発表数値については、監査法人
による監査は受けておりません。

１．１６年３月期 第３四半期の業績

 （１）連結経営成績
（単位：百万円）

営 業 収 益 26,645 27,901 95% 81,692 85,769 95%

営業利益 (経常利益) 5,223 5,315 98% 15,590 16,257 96%

特 別 損 益 - △ 3,841 - - △ 3,279 -

税 引 前 当 期 純 利 益 5,223 1,473 354% 15,590 12,978 120%

当 期 純 利 益 2,731 588 464% 8,102 6,764 120%

取 扱 高 474,283 491,524 96% 1,354,672 1,290,840 105%

(注) 平成15年３月期の特別損益には、厚生年金基金の代行部分返上に伴う特別利益562百万円、並びに税制適格退職年金

   （確定給付型）から確定拠出年金制度および閉鎖型年金への移行に伴う特別損失3,841百万円を計上しております。

 （２）連結財政状態
              （単位：百万円）

２．経営成績

当第３四半期の取扱高は、医療機器のリース等の取扱いが引続き好調でありましたが、前第３四半期に計上した
情報機器関連の大口契約の影響により、前年同期に比し96％となりました。なお、当第３四半期累計では105％と
なっております。
収益面におきましては、オートローン事業の競争激化など厳しい状況が続きましたが、「伸ばす事業」として掲げ
ている５事業は着実に伸長してまいりました。この結果、営業収益、営業利益とも前年を割り込みましたが、これらは
ほぼ当初の計画通りであります。また、当期純利益は、前第３四半期において計上した年金に係る特別損失の影
響により、増益となりました。
今後の業績におきましては、厳しい環境下で引続き自動車ファイナンス事業の構造転換を推進してまいります
が、リースや家電・リフォーム、住宅等の取扱いの伸長も見込まれます。通期の営業利益につきましては、中間決
算発表時の業績予想を確保すべく努力してまいります。

以　上

平成16年3月期

第３四半期（10月1日～12月31日） 9ヶ月（4月1日～12月31日）通算

前年同期比平成15年3月期 前年同期比 平成16年3月期 平成15年3月期

総 資 産 2,115,801 97,911 57,425

株 主 資 本 220,568 △ 2,219 △ 2,633
(注） 平成15年12月末の発行済株式数は、123,736,032株（自己株式控除後）であります。
  　なお、第３四半期で3,972百万円（2,743,423株）、9ヶ月通算で6,906百万円（4,940,866株）の自己株式
  　を買付しております。
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